


　ヒヤリ・ハットとは

１　ヒヤリ・ハットとは

２　ヒヤリ・ハットの活用

＜ヒヤリ・ハット活動の例＞
○改善検討と水平展開：

○ヒヤリ・ハット事例のデータベース化

３　環境リスク事故の未然防止に向けて



　ヒヤリ・ハット事例一覧

◆運転時の事例
【事例１】 ポンプ吐出口からの液の噴出
【事例２】 送液ポンプの停止忘れ
【事例３】 冷却水調節弁の切替忘れ
【事例４】 ポリ容器からの原料溶液の飛散
【事例５】 バルブの開閉表示板と開閉状態の乖離
【事例６】 サンプリングノズルの取り違えによる流出
【事例７】 バルブの急激な操作による圧力上昇
【事例８】 液化窒素ＣＥの内槽安全弁の作動
【事例９】 蒸気ライン安全弁からの蒸気噴出
【事例10】 タンクノズルからのにじみ
【事例11】 外面腐食による内面ライニングの剥離
【事例12】 氷塊による送ガス蒸発器出口配管の損傷
【事例13】 配管フランジ溶接線からのにじみ
【事例14】 配管亀裂からの排水流出

◆受入作業時の事例
【事例15】 液化窒素ＣＥのバルブの開閉忘れ
【事例16】 バルブの開閉確認忘れ
【事例17】 充てん配管安全弁の作動
【事例18】 タンクのオーバーフロー
【事例19】 受入立会作業員を待たずに充てん
【事例20】 圧縮機の異常停止
【事例21】 タンクの受入側ジョイントの液漏れ

◆充てん作業時の事例
【事例22】 バルブ誤操作による充てんホースの振れ
【事例23】 クレーンで吊り上げた容器との衝突未遂
【事例24】 可搬式超低温容器のバルブの誤認
【事例25】 残ガス放出時の容器転倒
【事例26】 ローリー空車重量のセットミス
【事例27】 容器バルブの誤操作による急激なガスの噴出
【事例28】 カードル安全弁の作動

◆点検修理時の事例
【事例29】 配管からの残液回収中の漏えい
【事例30】 吸着塔のオーバーフロー
【事例31】 フラッシュバルブからの残液流出
【事例32】 作業中に隣接バルブハンドルに接触
【事例33】 バルブ内固化物の噴出
【事例34】 除害装置の緊急停止
【事例35】 圧力計元バルブからの漏えい
【事例36】 規格外ガスケットの使用による漏えい
【事例37】 サポート上の保温配管の腐食



◆運転開始時の事例
【事例38】 規格外ガスケットの使用による蒸気漏れ
【事例39】 配管内面ライニングの剥離による閉塞
【事例40】 内面ライニングの破損による配管の腐食及び漏えい

◆消費時の事例
【事例41】 ホースへの引火

◆その他の事例
【事例42】 容器運搬時の不十分な固定
【事例43】 ロープ掛作業時の容器転倒
【事例44】 液量未確認でのバルブ増開による液の噴出
【事例45】 金属洗浄用スプレーの着火
【事例46】 塗料スプレーの着火
【事例47】 消火器の底部腐食
【事例48】 トラックの散水装置への接触未遂
【事例49】 オートガススタンドでの車の停止誘導ミス

◇参考資料
ヒヤリ・ハット記入票

 ・本事例集は、ファイル形式になっていますので、必要なページを抜き出して活用
することができます。各事業所の実情にあった事例を選び、保安教育等に活用して
ください。
 ・各事例の右肩部には、以下の分類による区分を標記しています。
＜状　　況＞　運転時、受入作業時、充てん作業時、点検修理時、運転開始時、消

費時、運搬時、その他
＜主な原因＞　認知確認ミス、誤操作、誤判断、作業基準不備、教育不備、情報提

供不備、劣化・腐食、点検不良、整備不良、設計不良、製作上欠陥、
材質不良、検査不良、外部衝撃、施工不良、指揮命令不備

＜設　　備＞　ポンプ・圧縮機、反応槽、貯槽、ＣＥ、気化器、配管系、容器、計装、
計量、防消火設備、除害装置、スタンド、その他

 ・各事例は、「概要」、「想定事故」、「概略図」、「原因」、「対策」の項目順にまとめて
います。
 ・参考資料として、ヒヤリ・ハット記入票を掲載しています。事業所でのヒヤリ・ハッ
ト事例の収集に活用していただき、事例に付け加えてください。
 ・環境リスク対策については、以下の資料もご参照ください。
「環境リスク対策の推進に向けて」（平成 20年３月）
　URL: http://www.pref.toyama.jp/sections/1706/library/kakari4/kankyou_risk/houkokusyo.pdf
「現場担当者のための環境リスク対策ハンドブック」（平成 21年３月）
　URL: http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1706/00008002/00244333.pdf



運転時／認知確認ミス、作業基準不備／ポンプ・圧縮機

【事例１】ポンプ吐出口からの液の噴出



運転時／認知確認ミス、整備不良／ポンプ・圧縮機

【事例２】送液ポンプの停止忘れ

×



運転時／認知確認ミス／反応槽

【事例３】冷却水調節弁の切替忘れ



運転時／認知確認ミス、作業基準不備／反応槽

【事例４】ポリ容器からの原料溶液の飛散



運転中／認知確認ミス／貯槽

【事例５】バルブの開閉表示板と開閉状態の乖離



運転時／認知確認ミス、情報提供不備／配管系

【事例６】サンプリングノズルの取り違えによる流出



運転時／誤操作、作業基準不備／その他

【事例７】バルブの急激な操作による圧力上昇



運転時／整備不良、点検不良／ＣＥ

【事例８】液化窒素ＣＥの内槽安全弁の作動



運転時／整備不良、点検不良／気化器

【事例９】蒸気ライン安全弁からの蒸気噴出



運転時／劣化・腐食、点検不良／貯槽

【事例10】タンクノズルからのにじみ
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運転時／劣化・腐食／その他

【事例11】外面腐食による内面ライニングの剥離



運転時／外部衝撃、認知確認ミス／ＣＥ

【事例12】氷塊による送ガス蒸発器出口配管の損傷



運転時／製作上欠陥、検査不良／配管系

【事例13】配管フランジ溶接線からのにじみ



運転時／材質不良／配管系

【事例14】配管亀裂からの排水流出



受入作業時／認知確認ミス／ＣＥ

【事例15】液化窒素CEのバルブの開閉忘れ



受入作業時／認知確認ミス／配管系

【事例16】バルブの開閉確認忘れ



受入作業時／認知確認ミス、作業基準不備／配管系

【事例17】充てん配管安全弁の作動



受入作業時／誤判断、作業基準不備／貯槽

【事例18】タンクのオーバーフロー



受入作業時／教育不備／貯槽

【事例19】受入立会作業員を待たずに充てん



受入作業時／整備不良、点検不良／ポンプ・圧縮機

【事例20】圧縮機の異常停止



受入作業時／劣化・腐食、材質不良、点検不良／配管系

【事例21】タンクの受入側ジョイントの液漏れ



充てん作業時／認知確認ミス、誤操作／配管系

【事例22】バルブ誤操作による充てんホースの振れ



充てん作業時／認知確認ミス、誤操作／容器

【事例23】クレーンで吊り上げた容器との衝突未遂



充てん作業時／認知確認ミス／容器

【事例24】可搬式超低温容器のバルブの誤認



充てん作業時／認知確認ミス／容器

【事例25】残ガス放出時の容器転倒



充てん作業時／認知確認ミス／計量

【事例26】ローリ空車重量のセットミス



充てん作業時／誤操作／容器

【事例27】容器バルブの誤操作による急激なガスの噴出



充てん作業時／整備不良、点検不良／容器

【事例28】カードル安全弁の作動



点検修理時／認知確認ミス／配管系

【事例29】配管からの残液回収中の漏えい



点検修理時／作業基準不備、誤判断／その他

【事例30】吸着塔のオーバーフロー



点検修理時／作業基準不備、教育不備／配管系

【事例31】フラッシュバルブからの残液流出



点検修理時／作業基準不備／配管系

【事例32】作業中に隣接バルブハンドルに接触



点検修理時／作業基準不備、情報提供不備／配管系

【事例33】バルブ内固化物の噴出



点検修理時／情報提供不備／除害装置

【事例34】除害装置の緊急停止



点検修理時／整備不良、点検不良／計装

【事例35】圧力計元バルブからの漏えい



点検修理時／材質不良、教育不備／反応槽

【事例36】規格外ガスケットの使用による漏えい



点検修理時／劣化・腐食、点検不良／配管系

【事例37】サポート上の保温配管の腐食



運転開始時／材質不良、認知確認ミス／配管系

【事例38】規格外ガスケットの使用による蒸気漏れ



運転開始時／設計不良／配管系

【事例39】配管内面ライニングの剥離による閉塞



運転開始時／施工不良／配管系

【事例40】内面ライニングの破損による配管の腐食及び漏えい



消費時／点検不良、作業基準不備／配管系

【事例41】ホースへの引火



運搬時／認知確認ミス、教育不備／容器

【事例42】容器運搬時の不十分な固定



その他／誤操作、教育不備／容器

【事例43】ロープ掛作業時の容器転倒



その他／作業基準不備、認知確認ミス／その他

【事例44】液量未確認でのバルブ増開による液の噴出



その他／作業基準不備、指揮命令不備／その他

【事例45】金属洗浄用スプレーの着火



その他／教育不備、作業基準不備／その他

【事例46】塗料スプレーの着火



その他／劣化・腐食、点検不良／防消火設備

【事例47】消火器の底部腐食



その他／設計不良、情報提供不備／防消火設備

【事例48】トラックの散水装置への接触未遂



その他／設計不良、作業基準不備／スタンド

【事例49】オートガススタンドでの車の停止誘導ミス



ヒヤリ・ハット記入票

事業所名
※できるだけ、具体的に記入しましょう。

【概要】

い　　　つ 　　　　　年　　　　月　　　　午前　　・　　午後

ど　こ　で

（例）液化窒素ＣＥで

ど う し て
い た 時

（例）作動試験を実施していた時

「ヒヤリ」、「ハ
ッ」とした時
のあらまし

（例）安全弁の元弁を開き忘れた

事故につなが
った場合に想
定される被害

（例）内圧の上昇による貯槽や配管の破裂、高圧ガスの漏えい事故

【原因】

作業環境の問題 設備の問題 管理の問題 作業者個人の問題

（例）外部業者に作業を任せ
きりにしている

（例）安全弁が点検しにくい
場所に設置されている

（例）作業手順書が整備され
ていない

（例）担当者の設備に関する
知識が乏しい

【講じた対策】

（例）環境・安全部門の担当者を選任するとともに、作業手順書を整備し、工事前に関係者でのミーティング
を実施することとした。




